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「第 2期茂原市子ども・子育て支援事業計画（素案）」の修正箇所一覧（案） 

頁 修正後 修正前 

35 

基本目標 3  子育てを支援する環境の整備 

 子育て家庭が仕事と子育てを両立することができるように、ワーク・ライフ・

バランス（仕事と生活の調和）の実現に向けて、啓発・広報等を充実します。 

また、安心・安全に子どもの育ちと子育てを支える環境となるよう、子育て家

庭に配慮した生活環境を整備するとともに防犯対策に努めます。 

基本目標 3  子育てを支援する環境の整備 

 子育て家庭が仕事と子育てを両立することができるように、ワーク・ライフ・

バランス（仕事と生活の調和）の実現に向けて、啓発・広報等を充実します。 

また、安心・安全に子どもの育ちと子育てを支える環境となるように、子育て

家庭に配慮した生活環境を整備します。 

40 

（1）幼稚園・認定こども園（1号認定・3～5歳） 

 令和 2 年度から私立幼稚園 1 園が子ども・子育て支援新制度に移行すること

を見込んでいます。 

令和 2 年度から 3 年度にかけて公立幼稚園 1 園が閉園し、認定こども園 1 園

が開園されることを見込んでいます。 

 令和 3 年度から 4 年度にかけて公立幼稚園 1 園が閉園し、認定こども園 1 園

が開園されることを見込んでいます。 

■第 2期計画の見込量と確保方策 

 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 

３～５歳推計人口（人）① 1,665 1,648 1,520 1,463 1,401 

見 込 量（人）② 631 592 515 467 419 

 １号認定（人） 467 438 381 346 310 

 ２号認定（人） 164 154 134 121 109 

確保方策（人）③ 1,090 960 950 950 950 

差 異（③－②） 459 368 435 483 531 

利用率（②／①） 37.9% 35.9% 33.9% 31.9% 29.9% 
 

（1）幼稚園・認定こども園（1号認定・3～5歳） 

 令和 2 年度から 3年度にかけて公立幼稚園 1 園が閉園し、認定こども園 1 園が

開園されることを見込んでいます。 

 令和 3 年度から 4年度にかけて公立幼稚園 1 園が閉園し、認定こども園 1 園が

開園されることを見込んでいます。 

 

 

■第 2期計画の見込量と確保方策 

 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 

３～５歳推計人口（人）① 1,665 1,648 1,520 1,463 1,401 

見 込 量（人）② 631 592 515 467 419 

 １号認定（人） 467 438 381 346 310 

 ２号認定（人） 164 154 134 121 109 

確保方策（人）③ 1,130 1,000 990 990 990 

差 異（③－②） 499 408 475 523 571 

利用率（②／①） 37.9% 35.9% 33.9% 31.9% 29.9% 
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頁 修正後 修正前 

49 

（10）病児保育事業 

病児について、病院・保育所等に付設された専用スペース等において、看護師

等が一時的に保育等を実施する事業です。 

現在、市内にある内科医院内において１日４人を定員で病児・病後児保育を実

施しています。今後は、子育て中の保護者へ事業の啓発・周知を図るとともに利

用しやすいサービスの構築に努め、利用者の拡大を図ります。 

（10）病児保育事業 

病児について、病院・保育所等に付設された専用スペース等において、看護師

等が一時的に保育等を実施する事業です。 

現在、市内にある内科医院内において１日４人を定員で病児・病後児保育を実

施しています。今後は、子育て中の保護者へ事業の啓発・周知を行い、利用者の

拡大を図ります。 

53 

【事業番号 4】 

事業名 地域の力を生かした子育て支援 担当課 
子育て支援課、生涯学
習課、保健センター、社
会福祉協議会 

事業内容 

地域の力を活かした子育て支援として、ＮＰＯ・茂原市子どもセン
ター・ボランティア・地域住民などを対象とした相互援助活動の支
援をします。また、相談事業等の中で、子育てサークルの紹介をし
ます。 

令和元年度 
までの取り

組み 

・乳児相談で実施している「ブックスタート事業」では、地域から
読み聞かせボランティアの協力を得て実施しました。 

・「育児パパおとこ塾」では、孫育てをテーマとし、祖父母も含めて
安心して子育てができる講座を開催しました。 

・子育ての孤立を予防する「ままのわ」では、産婦同士で支えあえ
る自主サークルの育成に努めました。 

・子どもセンターの運営を補助した他、常にセンターと連絡が取れ
る体制を維持しました。 

・子ども食堂運営団体の主催する各セミナーへの支援を実施すると
ともに、事業の周知に努め、子どもの居場所づくりを促進しまし
た。 

今後の 
方向性 

上記取り組みを継続します。 
 

【事業番号 4】 

事業名 地域の力を生かした子育て支援 担当課 
子育て支援課、生涯学
習課、保健センター、社
会福祉協議会 

事業内容 

地域の力を活かした子育て支援として、ＮＰＯ・茂原市子どもセン
ター・ボランティア・地域住民などを対象とした相互援助活動の支
援をします。また、相談事業等の中で、子育てサークルの紹介をし
ます。 

令和元年度 
までの取り

組み 

・乳児相談で実施している「ブックスタート事業」では、地域から
読み聞かせボランティアの協力を得て実施しました。 

・「育児パパおとこ塾」では、孫育てをテーマとし、祖父母も含めて
安心して子育てができる講座を開催しました。 

・子育ての孤立を予防する「ままのわ」では、産婦同士で支えあえ
る自主サークルの育成に努めました。 

・子どもセンターの運営を補助した他、常にセンターと連絡が取れ
る体制を維持しました。 

今後の 
方向性 

上記取り組みを継続します。 
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頁 修正後 修正前 

54 

【事業番号 8】 

事業名 保育所保育料の減免 担当課 子育て支援課 

事業内容 
２人以上同時入所、ひとり親世帯、災害、疾病、第３子以降、その
他の経済的な理由等により市長が保育料の納入が困難と認めた者を
対象に保育料の減免を行い、経済的支援に努めます。 

令和元年度 
までの取り

組み 

２人以上同時入所、ひとり親世帯や第 3子以降等の保育料を減免し
ました。また、平成 30 年 10 月から婚姻歴のないひとり親家庭を
対象に、寡婦（夫）控除のみなし適用を行い、減免対象者を拡充し
ました。 

今後の 
方向性 

令和元年 10 月からの幼児教育・保育の無償化に伴い、3 歳～5 歳
児については 保育所保育料が無償となりますが、0 歳～2 歳児に
ついては非課税世帯のみ無償化の対象となるため、課税世帯に属す
る 0歳～2歳児の減免対象者は、引き続き減免を行います。 

 

【事業番号 8】 

事業名 保育所保育料の減免 担当課 子育て支援課 

事業内容 
２人以上同時入所、ひとり親世帯、災害、疾病、第３子以降、その
他の経済的な理由等により市長が保育料の納入が困難と認めた者
を対象に保育料の減免を行い、経済的支援に努めます。 

令和元年度 
までの取り

組み 

２人以上同時入所、ひとり親世帯や第 3 子以降等の保育料を減免
しました。また、平成 30年 10月から婚姻歴のないひとり親家庭
を対象に、寡婦（夫）控除のみなし適用を行い、減免対象者を拡充
しました。 

今後の 
方向性 

令和元年 10月からの幼児教育・保育の無償化に伴い、3歳～5歳
児については 保育所保育料が無償となりますが、0歳～2歳児に
ついては非課税世帯のみ無償化の対象となるため、課税世帯に属す
る 0歳～2歳児の減免対象者は、引き続き減免を行います。但し、
保育料が大幅に無償化された後もなお市の独自の減免が必要であ
るか、検討する必要があります。 

 

57 

【事業番号 13】 

事業名 産前産後サポート事業 【新規】 担当課 保健センター 

事業内容 
家庭や地域での妊産婦等の孤立感の解消を図るため、助産師や保健師
等による相談支援を実施します。 

令和元年度 
までの取り

組み 

身近に相談相手がおらず、不安を抱えている妊産婦に対し、助産師等
が中心になり、日帰り型・集団型として「ままのわ・ままのわミニセ
ミナー」等、個別型として「助産師相談」を実施しました。自主グル
ープ「もばぴよ」の立ち上げのサポートも行い、孤立予防につながっ
ています。 

今後の 
方向性 

地域とのつながりを持てるように、子育て経験者・シニア世代の方の
協力を得て、不安を抱える妊産婦が気軽に相談できる体制づくりに努
めます。 

 

【事業番号 13】 

事業名 産前産後サポート事業 【新規】 担当課 保健センター 

事業内容 
家庭や地域での妊産婦等の孤立感の解消を図るため、助産師や保健師
等による相談支援を実施します。 

令和元年度 
までの取り

組み 

身近に相談相手がおらず、不安を抱えている妊産婦に対し、助産師等
が中心になり、日帰り型・集団型として「ままのわ・ままのわミニセ
ミナー」等、個別型として「助産師相談」を実施しました。自主グル
ープ「もばぴよ」の立ち上げのサポートも行い、孤立予防につながっ
ています。 

今後の 
方向性 

地域とのつながりを持てるように、子育て経験のあるシニア世代の協
力を得て、不安を抱える妊産婦が気軽に相談できる体制づくりに努め
ます。 

 

 


